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ト
バ
レ
ー
熱
の
迅
速
診
断
法

の
開
発
と
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク

警
戒
シ
ス
テ
ム
構
築
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
。

K
E
M
R
I
の
研
究
施
設
で

は
、
日
本
か
ら
新
技
術
を
持

ち
こ
み
、
解
析
や
検
査
を

K
E
M
R
I
の
技
術
者
と
と

も
に
行
っ
た
。
職
員
の
技
術

携
帯
電
話
で

感
染
症
の
拡
大
を
防
ぐ

「
急
性
感
染
症
は
対
応
の
遅
れ
が
ア
ウ

ト
ブ
レ
イ
ク
（
大
流
行
）
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
地
方
の
小
さ
な
村
で

発
生
し
た
感
染
症
を
早
く
正
確
に
中
央
の

保
健
省
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ケ

ニ
ア
で
は
、
マ
サ
イ
族
の
お
ば
あ
さ
ん
や

農
村
部
の
若
者
ま
で
す
み
ず
み
に
携
帯
電

話
が
普
及
し
て
い
た
た
め
、
携
帯
電
話

で
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
警
戒
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

と
、
長
崎
大
学
熱
帯
医
学
研
究
所
教
授

の
森
田
公
一
さ
ん
は
ふ
り
返
る
。
森
田
さ

ん
は
以
前
、
W
H
O
に
出
向
し
て
大
洋

州
で
予
防
接
種
の
普
及
を
担
当
を
し
て
い

た
。
そ
の
時
の
経
験
が
携
帯
電
話
へ
の

着
眼
に
つ
な
が
っ
た
と
話
す
。「
あ
る
日
、

ワ
ク
チ
ン
切
れ
が
起
こ
り
ま
し
た
。
現
場

に
赴
く
と
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
こ
う
し
た

場
合
、
双
方
向
無
線
機
で
連
絡
を
取
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
無
線
が
壊
れ
て
連

絡
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
多

く
の
人
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
で
す
」。
無
線
機
よ
り
使

い
慣
れ
て
い
て
身
近
な
携
帯
電
話
の
方
が
、

現
場
に
い
る
保
健
師
が
手
軽
に
早
く
報
告

を
上
げ
ら
れ
る
。
中
央
で
デ
ー
タ
管
理
す

る
た
め
に
も
最
適
な
ツ
ー
ル
だ
と
確
信
し

た
。

　

長
崎
大
学
は
2
0
1
2
年
か
ら
ケ
ニ

ア
中
央
医
学
研
究
所
（
K
E
M
R
I
）
と

と
も
に
「
早
期
発
見
、
早
期
封
じ
込
め
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
黄
熱
病
や
リ
フ

同大学のリーディング大学院プログラムコー
ディネーター。熱帯病・新興感染症対策に
取り組む次世代のリーダー育成に力を注ぐ。

長崎大学 熱帯医学研究所教授
森田公一（もりた・こういち）さん

ケニアで行われた技術協力から、携帯電話網を用いた
感染症の迅速対応システムが立ち上がった。
身近な通信機器を使ったこのシステムが、
多くの国の地方の小規模な医療機関においても
察知した感染症の情報をいち早く伝達することを可能にする。

携帯電話で早く正確な
情報伝達を可能に

上 ： 保健省担当者がモバイル端末に送られてきた情報を確認する様子。左上 ： mSOSを利用して状況を報告する。

（
現
在
、
米
国
C
D
C＊
勤
務
）
を
派
遣

し
て
、
ま
ず
は
北
部
ウ
ガ
ン
ダ
国
境
の

ブ
シ
ア
地
区
、
ナ
イ
ロ
ビ
地
区
、
カ
ジ

ア
ド
地
区
の
医
療
施
設
と
ケ
ニ
ア
保
健

省
と
の
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
試

験
を
実
施
し
た
。
m
S
O
S
を
活
用

す
る
地
域
の
医
療
従
事
者
に
向
け
て
、

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
対
策
に
つ
い
て
の
講

義
や
、
実
際
に
使
用
す
る
携
帯
電
話
を

配
っ
て
操
作
方
法
や
シ
ス
テ
ム
の
運
用

方
法
を
説
明
し
た
。参
加
者
か
ら
は「
情

報
を
一
方
的
に
送
る
だ
け
で
な
く
レ
ス

ポ
ン
ス
が
確
認
で
き
る
の
が
よ
い
」
と

い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
保
健
省
の

担
当
者
か
ら
も
「
情
報
が
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
上
が
っ
て
く
る
の
が
よ
い
」
と
い

う
好
意
的
な
声
が
上
が
っ
た
。
試
験
の

結
果
、
即
時
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
疾
病
患
者
例
は
、
m
S
O
S
非

導
入
群
で
2
・
56
パ
ー
セ
ン
ト
、
導
入

群
で
19
・
23
パ
ー
セ
ン
ト
と
約
7
倍
多

く
報
告
さ
れ
た
。
運
用
の
効
果
を
認
め

た
ケ
ニ
ア
保
健
省
で
は
、
今
で
は
正
式

に
こ
れ
を
採
用
し
、
W
H
O
や
ユ
ニ

セ
フ
、
C
D
C
と
協
力
し
て
、
全
国

展
開
を
進
め
て
い
る
。

　

手
軽
に
正
確
な
情
報
を
デ
ー
タ
で
入

手
で
き
る
た
め
、
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
の

発
生
を
食
い
止
め
る
だ
け
で
な
く
、
今

後
の
デ
ー
タ
解
析
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら

な
る
予
防
策
の
創
出
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
ケ
ニ
ア
だ

け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
全
土
に
広
が
る

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
感
染
症
の
予
防

に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

向
上
を
促
し
、
ま
た
長
崎
大
学
に
研
究
者

を
留
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
人
材
育
成

に
も
力
を
入
れ
た
。
一
方
で
感
染
症
対
策

に
は
、
感
染
を
判
定
す
る
技
術
の
向
上
と

早
期
に
発
見
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り

を
両
輪
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
警
戒
シ
ス
テ
ム
は
、
だ
れ
で
も

取
り
組
み
や
す
く
、
安
価
に
導
入
で
き
る

も
の
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
携
帯
電
話

の
利
用
で
実
現
に
近
づ
い
た
。

手
軽
さ
が
常
用
に
つ
な
が
る

　

ケ
ニ
ア
に
は
、
地
方
の
医
療
機
関
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
情
報
を
県
の
担
当
者
が

中
央
レ
ベ
ル
に
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム
が

存
在
す
る
。
専
用
の
書
類
に
症
状
な
ど

を
記
入
す
る
こ
の
方
法
で
は
、
す
べ
て

の
情
報
を
集
約
し
て
分
析
す
る
の
に
時

間
が
か
か
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
書
類
で
提
出
し
て
い
た
疾
病
患
者

の
疑
い
例
に
つ
い
て
、
携
帯
電
話
の

S
M
S（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
サ
ー

ビ
ス
）
で
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム

「
m
S
O
S
」
を
森
田
さ
ん
の
チ
ー
ム

は
開
発
し
た
。
S
M
S
で
送
ら
れ
た

こ
の
警
戒
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
即
時
に
保

健
省
で
疫
学
解
析
さ
れ
て
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
に
表
示
さ
れ
る
。
そ
れ
が
保
健
省
の

対
策
担
当
に
送
ら
れ
、
必
要
に
応
じ
て

同
時
に
中
央
端
末
か
ら
地
方
の
医
療
施

設
に
送
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
保
健

省
担
当
者
や
地
区
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
担

当
者
は
、
即
座
に
現
地
へ
対
応
に
向
か

う
こ
と
が
で
き
る
。

　

長
崎
大
学
か
ら
戸
田
み
つ
る
博
士

新
着
情
報
あ
り
！

感染症を防ぐ
公衆衛生

特別授業
感染症対策と国際協力

ケニアでスローガンとし
て使用されたロゴ

早期発見を支える
検査体制

SCENE 2 企業との連携 SCENE 1 国際共同研究

革新的な技術の開発 備えと危機対応

黄熱病およびリフトバレー熱に対する迅速判断法の開発と
そのアウトブレイク警戒システムの構築（2012年1月～2017年1月）

案件名

＊アメリカ疾病管理予防センター（Centers for Disease Control and Prevention）

受
講
中
!

mSOSを利用して報告された情報は
一目でわかるよう整理されてWEBに掲載される。

ケニア各地域の保健責任者を対象にmSOS
の運用方法を含めた研修が行われた。

感染症対策
日本の技術が命を守る特集
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